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花
はな

の季節
き せ つ

に社会
しゃかい

教育
きょういく

を考
かんが

える 

 春
はる

らんまん。県内
けんない

のさまざまな地域
ち い き

から花
はな

のたよりが聞
き

かれます。先日
せんじつ

、ニュースですいせんに

ついて報道
ほうどう

されているものを目
め

にしました。 

 ニュースの内容
ないよう

は、個人
こ じ ん

ですいせんを植
う

えはじめ、10年
ねん

以上
いじょう

をかけ、今
いま

では１万
まん

株
かぶ

余
あま

りのすい

せんが咲
さ

くようになった。途中
とちゅう

、「花
はな

いっぱい活動
かつどう

」としてたくさんの地域
ち い き

住民
じゅうみん

が参加
さ ん か

するように

なった。今年
こ と し

は初
はじ

めて地域
ち い き

住民
じゅうみん

によって催
もよお

しが開
ひら

かれ、地域
ち い き

の人
ひと

が音楽
おんがく

の演奏
えんそう

やけん玉
だま

のパフ

ォーマンスを披露
ひ ろ う

し、地元
じ も と

の食材
しょくざい

を使
つか

った屋台
や た い

も出
だ

し、とても盛
も

り上
あ

がった、というものでした。 

 今回
こんかい

の催
もよお

しが開
ひら

かれるまでには、社会
しゃかい

教育
きょういく

のプロセスがあったのではと私
わたし

は考
かんが

えます。一人
ひ と り

がやりたいことを始
はじ

め、周
まわ

りの人
ひと

が集
あつ

まる〔集
つど

う〕。そして、共感
きょうかん

する人
ひと

たちが増
ふ

える〔楽
たの

しむ〕。

一緒
いっ し ょ

になって活動
かつどう

を始
はじ

め、もっとやろうとなる〔学
まな

ぶ〕。せっかくだから、催
もよお

しをしようとなる〔動
うご

く〕

ではなかったのではと考えました。そして、今後
こ ん ご

この地域
ち い き

をもっと大切
たいせつ

にしていこう、という人
ひと

が増
ふ

え、行動
こ う ど う

していく〔変
か

える〕。そして、未来
み ら い

へつながっていくようにと期待
き た い

とともに想像
そうぞう

しました。 

また、この地域
ち い き

には、共感
きょうかん

する人
ひと

をつないでくれた人
ひと

がいたに違
ちが

いありません。意識
い し き

してなの

か、無意識
む い し き

なのかはわかりませんが、結果
け っ か

として「しまねの社会
しゃかい

教育
きょういく

で大切
たいせつ

にしたいこと」の目指
め ざ

す姿
すがた

「未来
み ら い

に対
たい

して主体的
しゅたいてき

に生
い

きる人
ひと

」のような動
うご

きをされた方
かた

がいらしたように思
おも

います。 

社会
しゃかい

教育
きょういく

研修
けんしゅう

センターでは、そのような方
かた

たちの支
さ さ

えになる研修
けんしゅう

や情報誌
じ ょ う ほ う し

「しまねの社会
しゃかい

教育
きょういく

 

だより」で社会
しゃかい

教育
きょういく

の取組
とりくみ

などの情報
じょうほう

を提
てい

供
きょう

して、地域
ち い き

づくりの支援
し え ん

をしていきます。 

最後
さ い ご

に、ニュースなどで取
と

り上
あ

げられていないけれど、 

社会
しゃかい

教育
きょういく

のプロセスで地域
ち い き

づくりが行
おこな

われている取組
と り くみ

が 

県内
けんない

にはあると思
おも

います。そんな地域
ち い き

づくりの取組
と り くみ

を支
さ さ

え 

ていきたいです。 

 

島根県立西部社会教育研修センター 所長 青山征司 



月 日 曜 研修・講座名 会場 備考

5 13 月 公民館等職員研修① オンライン
（全6回シリーズ）

6

7 金 コーディネーター研修 いわみーる

14 金 公民館等職員研修② いわみーる

27 木 公民館等職員研修③ いわみーる

7
5 金 しまねの社会教育基礎講座（益田会場） 益田合庁

10 水 しまねの社会教育基礎講座（浜田会場）
大田市民
センター

8 21 水 ファシリテーター養成講座① いわみーる （全3回シリーズ）

9
6 金 ファシリテーター養成講座② いわみーる

27 金 ファシリテーター養成講座③ いわみーる 地域住民役募集

10
15 火 公民館等職員専門研修 いわみーる

サンレイクと
オンラインで結んで

18 金 公民館等職員研修④ いわみーる

11
1 金 社会教育委員研修 あすてらす

27 水 公民館等職員研修⑤ 少年自然の家
実践大交流会
東西合同

1

14～
22

火
～

水
社会教育主事講習B（生涯学習概論） オンデマンド

23～
31

木
～

金
社会教育主事講習B（社会教育経営論） オンデマンド

2

3～7
月
～

金
社会教育主事講習B（生涯学習支援論） いわみーる

3・4日はライブ視聴
５日～は集合研修

10～
14

月
～

金
社会教育主事講習B （社会教育演習） いわみーる 集合研修

20 木 公民館等職員研修⑥ オンライン

社会教育にかかわる調査・研究事業 市町村支援事業

・しまね学習支援プログラムの普及
・「親学プログラム」「地域魅力化プログラム」に関する
調査

・公民館等実態調査
・市町村の社会教育にかかわる研修状況調査

市町村の社会教育の充実・推進のために
・事業・研修等の相談に応じ、助言や情報提供をします。
・計画・企画の相談に応じ、必要に応じて、講師・
ファシリテーター・支援者等の役割を果たします。

2024年度事業一覧

社会教育の情報提供/学習相談

・情報誌「しまねの社会教育だより」
・センターホームページ
・学習相談

・書籍の閲覧・貸出
・放送大学コーナーでの視聴・貸出



しまねの社会教育基礎講座
ー“集って”“楽しむ”からの動きをつくるー

社会教育の基礎的な考え方や県の社会教育行政の事業等に
ついての講義や社会教育の実践を学ぶ事例発表、今後の方向
性と今後自分にできることを考え話し合う演習等を行います。

【講義・実践発表・演習】
講師：浜田・益田教育事務所調整監・企画幹
会場：浜田（大田市民センター）・益田（益田合庁）

写真は、前年度・一昨年度のものを
載せています。

社会教育委員研修
ー未来を見据え、学び続ける「社会教育委員」ー

社会教育委員に求められる力と社会教育行政の役割についての
講義や、委員として力を発揮するために行政担当者とともにで
きることを考えます。

【講義・実践発表・演習】
講師：文教大学人間科学部・大学院人間科学研究科

教授 金藤 ふゆ子 氏

公民館等職員研修
ー「種」から住民とともに育てる事業を

通した人づくりー

（全６回シリーズ（うち1・6回はオンライン））☜

住民の当事者意識を育てていく事業の企画・立案・実践と
成果・今後の展望の発表をします。

コーディネーター研修
ー子どもと大人がともに“集って楽しむ”ー

地域と学校の連携・協働のための地域学校協働活動の重要性、
連携・協働による学校や地域への効果等についての講義、県内
の地域学校協働活動の実践発表、連携・協働のためのコーディ
ネート上のポイントについて考える演習を行います。

【講義・実践発表・演習】

講師：島根大学大学院 教育学研究科

講師 大野 公寛 氏

公民館等職員専門研修
ー人づくり・つながりづくり・地域づくりの

核となる公民館等をめざしてー

人づくり・つながりづくりの核となる、公民館等の運営の実際
や中堅公民館等職員に求められる資質・能力について考えます。

【講義・実践発表・演習】 （西部会場はオンライン）

講師：東京大学大学院 教育学研究科

教授 牧野 篤 氏

2024年度研修内容

社会教育主事講習B
社会教育主事の資格付与のための講習です。

単年での一括受講のほか、年度を越えて科目ごとに分割受講
もできます。全科目単位取得者は、「社会教育士」と称するこ
とができます。

ファシリテーター養成講座
ー“安心して話し合える場“を生み出すー
【全３回シリーズ（3回目は地域住民役募集）】

参加型学習の意義や効果的な活用についての理解と、ワーク
ショップの企画・設計とそのファシリテートを行います。
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職員紹介

3年目の勤務になります。
「集って 楽しんで 学んで 動いて
変えていく」という社会教育流儀が大
好きです。特に、「集って」「楽しんで」
というところが。
似た言葉で、「袖すり合うも他生の
縁」という言葉も好きです。
今年も公私にわたって多くの人と知
り合い、ワクワクしたいと思います。

社会教育主事 寺本 典則

色とりどりの花が咲いて暖かい
季節となりました。
私はセンターでは庶務を担当し
ています。
いわみーるが会場となっている
研修が例年より多いので、たくさん
の方にお会いできるのを楽しみに
しています。
今年度もよろしくお願いします。

田渕 由香

この春、西部社会教育研修セン
ターに赴任してきました。研修セン
ターがある浜田市は、社会人として
生活を始めた場所ですので、ふるさ
とに帰ってきた気持ちです。当時は
独身で、現在は単身赴任で、毎日
の生活に追われています。
研修センターでは、社会教育にた

ずさわるみなさんに研修や学習相
談、情報提供などでお力になれるよ
うに職員一同でがんばります。また、
研修センターがみなさんに、行きた
い、行きやすい場所になるようにし
たいとも考えています。ぜひお気軽
にいらしてください。

所長 青山 征司

この4月より隠岐の島町の西郷

小学校から異動して参りました青
木悠介です。
これまで勤務させていただいた出
雲市でも隠岐の島町でも、学校の
子どもたちや地域の方々との素敵
な出会いをたくさん頂きながら過ご
してきました。
当センターでも社会教育に関わる
みなさんとの出会いが楽しみでわく
わくしております。出会いとつなが
りを大切に、自分自身もみなさんと
一緒に楽しく学びある充実した研
修を重ねていきたいと思います。
よろしくお願いします。

社会教育主事 青木 悠介

センター勤務も長くなりました。

月日が経つのはなんと早いことで
しょう！それに比べ、子どもの時間
の感じ方は、大人の６倍と聞いたこ
とがあります。今年は、丁寧な時間
の使い方をしたいものです。
研修等を通して、みなさんの時間
が有意義なものになるようお手伝
いしていきたいと思っています。
いわみーるで、そして各会場で
お待ちしています。

家田 ゆかり

ホームページをご覧ください！

公民館等職員研修がこのように変わります！

実践大交流会（東西合同）

１回目
イメージ

５回目
イメージ

2～4回目
イメージ

１回目は、２時間の
オンライン研修を予
定しています。
この研修の先輩主事
さんの事例発表があ
ります。

種から住民とともに
育てる事業を通した
人づくりとは…

地域住民や関係団体を事業に
巻き込むポイントは…
その人たちの主体性を高める
かかわりとは…
プレゼンテーション作成など

６回目
イメージ

６回目はオンラインで。
実践をふり返り、次の実
践に繋げていきます。

＊５回シリーズが６回シリーズに!

ホームページの新着情報欄には、開催される研修の要項や実施した研修・講座の様子を掲載しています。
また、「親学プログラム」「地域魅力化プログラム」のデータをダウンロードすることができます。
「公民館等実態調査」「しまねの社会教育だより」「西部センターだより」などは、過去のものを閲覧する
ことができます。

お知らせ

西部社会教育研修センター


